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受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、『スパークス・日本株・ロング・ショート・
ファンド』は、このたび、第24期の決算を行いま
した。 
 
当ファンドは、主としてスパークス・日本株・ロ
ング・ショート・マザーファンドを通じて、日本
の株式に投資し、絶対値での中・長期的な安定的
投資元本の成長を目指して運用を行いました。こ
こに、運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申
し上げます。 

 
 

＜ お問い合わせ先 ＞ 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 
東京都港区港南一丁目2番70号 品川シーズンテラス 
リテール・ビジネス・デベロップメント部 
電話：03-6711-9200(代表) 
受付時間：営業日の9時～17時 
ホームページアドレス：https://www.sparx.co.jp/ 

 

当ファンドは、投資信託約款において運用報告書(全体
版)を電磁的方法によりご提供する旨を定めておりま
す。運用報告書(全体版)は、下記の手順でご覧いただ
けます。なお、書面をご要望の場合は、販売会社まで
お問い合わせください。 

＜ 閲覧方法 ＞ 
上記ＵＲＬにアクセス⇒「投資信託」より当ファンド
を選択⇒「運用報告書(全体版)」を選択 

 

交付運用報告書 

 

スパークス・日本株・ 

ロング・ショート・ファンド 
 

愛称 ベスト・アルファ 

 

追加型投信／国内／株式／ 

特殊型(ロング・ショート型) 
 

 

第24期(決算日 2026年3月10日) 

作成対象期間(2025年3月11日～2026年3月10日) 

 

 

 

第24期末 

（2026年3月10日） 
基 準 価 額 33,625円 

純資産総額 1,236百万円 

第24期 

（2025年3月11日～2026年3月10日） 
騰 落 率 15.1％ 

分配金合計 0円 

(注) 騰落率は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したも

のとみなして計算しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 

デザインフォントを採用しています。 
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運用経過 
 
■ 基準価額等の推移 (2025年3月11日～2026年3月10日) 
 

 

第24期首 ： 29,224 円 

第24期末 ： 33,625 円(既払分配金0円) 

騰 落 率 ： 15.1 ％(分配金再投資ベース) 
 

※ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※ 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購
入価額により課税条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
※ 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み）」です。 
※ 参考指数は期首(2025年3月10日)の基準価額に合わせて指数化しております。 

 

■ 基準価額の主な変動要因 
 
当ファンドは、スパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンド(以下、マザーファンドと

いいます。)を通じて日本の株式へ投資を行いました。当期の日本株式市場は米国の関税政策に伴い急

落に見舞われましたが、相互関税の運用が当初案から柔軟化されたこと、堅調な企業業績や高市新政

権の経済政策に対する期待から上昇基調が続きました。そのような運用環境の中、平均で30％程度の

ネット・ポジションを維持しました。将来的な成長が見込まれる銘柄を買建て(ロング)するとともに、

過大評価されている銘柄については主として信用取引により売建て(ショート)を行うなど、厳選した
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投資を実施した結果、基準価額は期首と比較して15.1％(分配金再投資ベース)上昇しました。 

 

 

■ １万口当たりの費用明細 
 

項    目 

当期 
2025年3月11日～2026年3月10日 項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 626円  1.981％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) ( 348) ( 1.101) ・ ファンドの運用、開示書類等の作成、基準価額の
算出等の対価 

 
(販 売 会 社) ( 243) ( 0.769) ・ 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理および事務手続き
等の対価 

 (受 託 会 社) ( 35) ( 0.111) ・ ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指
図の実行等の対価 

(b) 売 買 委 託 手 数 料 43  0.136 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中
の平均受益権口数 

 ( 株     式 ) ( 24) ( 0.076) 

・有価証券等を売買する際に発生する費用  (先物・オプション） ( 2) ( 0.006) 

 (信用取引（株式）) ( 17) ( 0.054) 

(c) そ の 他 費 用 328  1.038 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受
益権口数 

 (監 査 費 用) ( 3) ( 0.009) ・監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (印 刷 費 用) ( 28) ( 0.089) ・法定書類等の作成、印刷費用 

 (信 用 取 引) ( 297) ( 0.940) ・信用取引に係る品貸料、未払配当金等 

(d) 実  績  報  酬 751 2.376 ・ファンドの運用実績に応じて委託会社が受け取る
運用の対価 

合   計 1,748 5.531  

期中の平均基準価額は31,602円です。 
 
(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、
当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 各比率は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位

未満は四捨五入してあります。 
(注4) 実績報酬は、半期末および決算期末に確定した1万口当たりの金額を合算したものです。なお、解約時に確定した金額は考

慮していません。   
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（参考情報） 
 
○ 総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は5.40％です。 
 
 

 

 

 

(注) 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注) 各比率は、年率換算した値です。 
(注) 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と

は異なります。 

  

総経費率 

5.40％ 運用管理費用 

（販売会社） 

0.77％ 

その他費用 

1.04％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

1.10％ 

運用管理費用 

（受託会社） 

0.11％ 

当ファンド 

5.40％ 

実績報酬 

2.38％ 
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■ 最近５年間の基準価額等の推移 (2021年3月10日～2026年3月10日) 
 

 
※ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 
※ 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価

額により課税条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
※ 参考指数は2021年3月10日(決算日)の基準価額に合わせて指数化しております。 

 

 2021年3月10日 2022年3月10日 2023年3月10日 2024年3月11日 2025年3月10日 2026年3月10日 

 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 

基準価額              (円) 25,558 24,428 26,992 29,331 29,224 33,625 

期間分配金合計(税込み)  (円) － 0 0 0 0 0 

分配金再投資基準価額騰落率 (％) － △ 4.4 10.5 8.7 △ 0.4 15.1 

参考指数騰落率        (％) － △ 2.6 14.0 34.6 3.7 39.0 

純資産総額          (百万円) 1,442 1,965 1,885 1,924 1,099 1,236 
 
※ 参考指数は「TOPIX(配当込み）」です。 

参考指数の詳細は、最終ページの「指数に関して」をご参照ください。 
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■ 投資環境 
 

当期の日本株式市場は当ファンドの参考指数であるTOPIX(配当込み)で見ると、期首に比べ39.0％の

上昇となりました。  
(期初から5月) 

米国の相互関税の発表による金融市場の混乱で4月には大きく下落する局面がありましたが、米

政権から上乗せ関税の90日間の一時停止案が発表されたことなど、相互関税の運用の柔軟性が見ら

れたことで、経済活動への悪影響が限定的と考えられたことから日本株式市場は大きく反発しまし

た。  
(6月から9月) 

関税がもたらす経済への悪影響に対する懸念から米国で利下げ観測が高まったこと、相互関税や

自動車関税に対する日米政府での合意が発表されたことで経済活動における負担が軽減されること

を好感して、日本株式市場は上昇を継続しました。  
(10月から期末) 

党内選挙で高市氏が自民党総裁に選出されたことで、今後の政策とその効果に対する期待の高ま

りや日本銀行の利上げで日本のインフレ経済定着を好感したこと、また2026年2月の衆議院議員選

挙で自民党が圧勝したことにより政権の安定と長期化が日本社会と経済にもたらすプラスの影響を

先読みする形で、日本株式市場は一段と上昇しました。 
 
 
■ ポートフォリオ 
 
＜ スパークス・日本株・ロング・ショート・ファンド(ベスト・アルファ) ＞  

当ファンドは、マザーファンドを通じて、日本の株式に投資し、信託財産の中・長期的な成長を目標

に運用を行うことを基本とします。 

マザーファンドの組入比率は高水準を維持しました。このため基準価額は、マザーファンドに組み

入れられた資産の変動の影響を大きく受けました。 
 

＜ スパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンド ＞  
当ファンドでは、企業価値に対して株価が割安な銘柄をロング・ポジションで投資を行う一方、割高

な銘柄のショート・ポジションを組み合わせた運用を行っています。個別銘柄のショート・ポジション

に加え、株価指数先物の売建てを活用することで、株式市場全体の影響を抑えつつ、個別銘柄への投資

成果を享受できるようなポートフォリオを構築しています。ネット・ポジションの水準については、期

を通じて中心値と考える30％程度を維持しました。 
 

※ ネット・ポジション ＝ ロング・ポジション － ショート・ポジション 

ロング・ショート戦略の詳細につきましては14ページをご参照ください。 
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(主なプラス要因) 
 
・ロング・ポジションでは、「無印良品」の業況改善が国内及び海外で進展している良品計画、建設工

事の採算改善による業績拡大が続いている清水建設の株価が上昇しました。 
 

・ショート・ポジションでは、AIデータセンターの増加に伴うメモリーなどのPC部品の価格高騰が収

益性の悪化に繋がった中堅家電メーカー、中期的な計画の進捗の遅れに伴い成長期待が剥落した産

業用ドローン企業の株価が下落しました。 

 

(主なマイナス要因) 
 
・ロング・ポジションでは、保守的な業績予想が発表されたことで大型パイプラインの導出の遅れが

懸念されたペプチドリーム、成長再加速のための先行投資で短・中期的に利益率の悪化が見込まれ

るI－neの株価が下落しました。 
 

・ショート・ポジションでは、低迷が続いていた業績が急回復し始めた中古車販売の大手企業、今後

の需要回復が期待され始めた半導体製造装置メーカーの株価が上昇しました。 

 

(ご参考) 
 
〔 当期中のロング・ポジションおよびショート・ポジション組入比率の推移 〕 

 
(注) 上記は当ファンドが投資するマザーファンドの組入比率です。 
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■ ベンチマークとの差異 
 
※ 当ファンドはベンチマークを設けておりません。 

右記のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数

の騰落率との対比です。 

※ 参考指数は、「TOPIX(配当込み）」です。 

 

 
(注) 基準価額の騰落率は、分配金込みです。

 

 

■ 分配金 
 

当ファンドは、株式市場の影響を極力回避し、絶対値基準で、中・長期的に安定的な成長を図ること

を目標として運用を行っていることから、分配金のお支払いは見送らせていただきました。留保益に

つきましては、信託財産中に留保し、当ファンドの基本方針及び今後の運用方針に基づき運用させて

いただきます。 

 

〔 分配原資の内訳 〕 
 

（単位：円 1万口当たり・税込み）  

項   目 

第24期 

（2025年3月11日～ 

 2026年3月10日） 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) ( －％) 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 23,625 

 
(注1) 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外

の合計が当期分配金(税込み)に合致しない場合があり

ます。 

(注2) 該当欄に数値がない場合は｢－｣、小数点以下のみの数

値の場合は｢0｣にて表示します。 

(注3) 当期分配金の「対基準価額比率」は当期分配金(税込み)

の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、

ファンドの収益率とは異なります。 

 

  

0.0

20.0

40.0

60.0
基準価額 参考指数

当ファンドの基準価額と参考指数の対比(期別騰落率)

第24期

（2025/3/11 ～ 2026/3/10）

(％)
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＜ スパークス・日本株・ロング・ショート・ファンド(ベスト・アルファ) ＞  

マザーファンドの組入比率は、引き続き高水準を維持し、信託財産の中・長期的な成長を目標に運用

を行います。 
 

＜ スパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンド ＞  
日本経済は長期にわたるデフレから脱却し、インフレ経済への構造転換が明確になりつつあります。

この大きな変化に対応できる企業と、対応できない企業の間には、今後大きな格差が生じると考えら

れます。いわゆる「勝ち組企業」と「負け組企業」の二極化が鮮明になっていくでしょう。 
 

このインフレ時代における企業評価のポイントは、次の3点です。 

１．価格転嫁力 

収益性の高さが重要です。収益性の高い競争力のある企業は、合理的な値上げを顧客に転嫁で

きます。さらに、これらの企業は給与の引き上げや積極的な研究開発投資を行い、競争力を強化す

る好循環を生み出すことができます。 

２．財務レバレッジの活用 

低金利時代には有利子負債の多さは収益の圧迫要因とはなりませんでしたが、金利上昇局面で

は金利負担能力が重要になります。借入を成長のために有効活用できるかどうか、財務戦略の巧

拙が企業の優劣を決定づけます。 

３．経営者の意識転換 

デフレ時代に有効だった「安売り・大量販売」モデルは、インフレ時代には通用しません。「適

正価格・投資重視」への転換ができるかどうか、インフレ時代に即した経営戦略がとれるかどう

か、経営者の対応力が問われます。 
 

一方で、日本経済は人口減少や高齢化という構造的課題を抱えており、成長率はそれほど高くなら

ないと見込まれます。このような環境では、少数の勝ち組企業と多数の負け組企業が生まれる可能性

が高く、当ファンドの投資戦略であるロング・ショート戦略にとって非常に魅力的な投資機会が到来

しつつあります。企業の本源的な価値を見極めつつ、株式市場全体の変動リスクを抑えながら、質の高

い投資リターンを積み上げてまいります。 
 

今後とも引き続きご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

  

今後の運用方針 
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お知らせ 
 
2025年4月1日付で以下のとおり投資信託約款の変更をいたしました。 

・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、当ファンドの投資信託約款に所要の変

更を行いました。 

 

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ

いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて

顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ

への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で

の情報提供を進めてまいります。 
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当ファンドの概要 
 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／特殊型(ロング・ショート型) 

信 託 期 間 無期限(2002年3月11日設定) 

運 用 方 針 絶対値での中・長期的な安定的投資元本の成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

当ファンド 

主として「スパークス・日本株・ロング・ショート・マザー

ファンド」の受益証券へ投資し、将来の成長の見込まれる

株式、過小評価されている株式を取得し、一方、過大評価

されている魅力の乏しい株式を信用売りで売却する運用

およびその他派生商品を利用した運用を行います。 

スパークス・日本株・ロング・

ショート・マザーファンド 
金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

当 フ ァ ン ド の 

運 用 方 法 

① 主としてスパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンドの受益証券への投資

を通じて、絶対値での中・長期的な安定的投資元本の成長を目指して運用を行います。

また、資金動向、市況動向等によっては、金融商品取引所上場株式に直接投資すること

もあります。 

② 企業のファンダメンタルズ分析を重視したボトムアップ・リサーチによる組入銘柄選

択を行うことを原則とします。 

③ 組入銘柄の選択は、委託会社が個々の会社訪問を行い、バリュー･ギャップとカタリス

トを総合的に判断し決定します。ここでいうバリュー・ギャップとは、企業の競争力・

経営陣の質・潜在成長性を主として3年間の収益予想と事業リスクを勘案した上で計測

される企業の実態価値と市場というコンセンサスで実際に決定・値付けされている株

価との差(ギャップ)のことを指します。また、このバリュー・ギャップが収縮、つまり

は株価が実態価値へと収斂するプロセスを促すための触媒・起爆剤と訳されるものが

カタリストです。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき、分配を行います。 

・分配対象額の範囲は、経費控除後の利子、配当収入および売買益(評価益を含みます。)

等の全額とします。 

・分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分

配対象額が少額の場合等は分配を行わないこともあります。 

・留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同

一の運用を行います。 
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（参考情報） 
 
■ ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較 (2021年3月末～2026年2月末) 

 
(注1) 2021年3月～2026年2月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示し

たものです。 

(注2) 全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 

(注3) 当ファンドは税引前の分配金を再投資したものとみなして計算した年間騰落率が記載されており、実際の

基準価額に基づいて計算した年間騰落率とは異なる場合があります。 

(注4) 上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、当ファンドの決算日に対応した数値とは異な

ります。 

 

※ 各資産クラスの指数 
 
日 本 株 ・・・ 東証株価指数(TOPIX)(配当込み) 

先進国株 ・・・ MSCIコクサイ・インデックス(配当込み、円ベース) 

新興国株 ・・・ MSCIエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円換算ベース) 

日本国債 ・・・ NOMURA－BPI国債 

先進国債 ・・・ FTSE世界国債インデックス(除く日本、円ベース) 

新興国債 ・・・ FTSE新興国市場国債インデックス(円ベース)  

＊ 海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。 

＊ 詳細は最終ページの「指数に関して」をご参照ください。 
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当ファンドのデータ 
 
■ 組入資産の内容 (2026年3月10日現在) 
 
＜ 組入ファンド ＞  

ファンド名 
第24期末 

2026年3月10日 

スパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンド 97.68％ 

組入銘柄数 1ファンド 

 
＜ 資産別配分 ＞ ＜ 国別配分 ＞ ＜ 通貨別配分 ＞ 

   

※ 比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。 

※ 組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書(全体版)に記載されています。 

 

 

■ 純資産等 
 

項   目 
第24期末 

2026年3月10日 

純資産総額 1,236,406,697 円 

受益権総口数 367,702,780 口 

1万口当たり基準価額 33,625 円 
 
(注) 当期中における追加設定元本額は56,959,511円、同解約元本額は65,400,652円です。 

  

マザーファンド 

受益証券 

97.68％ 

日本 

100.00％ 

 

日本円 

100.00％ 

 

その他 

2.32％ 
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■ 組入上位ファンド（銘柄）の内容 (2026年3月10日現在) 
 
【スパークス・日本株・ロング・ショート・マザーファンド】 
 
＜ 基準価額の推移 ＞  
 (2025年3月11日～2026年3月10日） 

 
 

＜ 1万口当たりの費用明細 ＞  

項   目 

当期 
 2025年3月11日～ 

2026年3月10日 

金 額 比 率 

(a) 売買委託手数料  104 円  0.136 ％ 

 (株    式) ( 58 ) ( 0.076 ) 

 (先物・オプション） ( 6 ) ( 0.008 ) 

 (信用取引(株式)) ( 40 ) ( 0.052 ) 

(b) そ の 他 費 用  717   0.938  

 (信 用 取 引) ( 717 ) ( 0.938 ) 

合   計 821  1.074  

期中の平均基準価額は76,463円です。 
 
(注) 1万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の計

算期間のものです。2ページ(1万口当たりの費用明

細)の項目の概要および注記をご参照ください。 

＜ 組入上位10銘柄(ロング・ポジション) ＞  ＜ 組入上位10銘柄(ショート・ポジション) ＞

 銘 柄 名 比率(％)   業  種 比率(％) 

1 ＭＡＲＵＷＡ 4.43  1 建設業Ａ 1.93 

2 富士電機 3.64  2 電気機器Ｂ 1.44 

3 ＴＯＴＯ 3.08  3 電気・ガス業Ｃ 1.36 

4 ＳＢＩホールディングス 2.99  4 食料品Ｄ 1.12 

5 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 2.93  5 その他製品Ｅ 1.08 

6 ＡｌｂａＬｉｎｋ 2.88  6 電気機器Ｆ 1.05 

7 三菱地所 2.85  7 小売業Ｇ 1.02 

8 デンカ 2.82  8 機械Ｈ 0.98 

9 ギフトホールディングス 2.71  9 繊維製品Ｉ 0.97 

10 清水建設 2.62  10 小売業Ｊ 0.90 

組入銘柄数 30銘柄  組入銘柄数 46銘柄 

(注1) 比率は純資産総額に対する評価額の割合で、それぞれの項目を四捨五入しています。 

(注2) ロング・ポジションにおける組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書(全体版)に記載されています。 

(注3) 円滑な企業調査を行い、ファンドのパフォーマンスを守るため、運用報告書においてショート・ポジションの銘柄名は開

示しておりません。 
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＜ 資産別配分 ＞ 

 
＜ 国別配分 ＞ ＜ 通貨別配分 ＞ 

  

(注1) 資産別・国別・通貨別のデータは2026年3月10日現在のものです。 
(注2) 比率は、純資産総額に対する評価額の割合で、それぞれの項目を四捨五入しています。 

(注3) 国別は、発行国を表示しています。  
■ ロング・ショート戦略の運用について 

将来の成長が見込まれる株式を買建て(ロング)する一方で、過大評価されている株式を主に信用取

引により売建て(ショート)するという2つのポジションを組み合わせます。 

 
※ ロングとショートのポジションを取った株式の価格が想定どおりの動きをしない場合には、両方のポジションでマイナスが

発生する場合があります。  

60.74 
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(％)

ロング・ポジション 
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市場下落（－） 

割安解消によるリターン（＋） 

ショート・ポジション 
割高銘柄を売持ち 

市場上昇（－） 
市場下落（＋） 

割高解消によるリターン（＋） 

市場変動に左右されにくいプラスのリターン目指す 

日本 

100.00％ 

 

日本円 

100.00％ 
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指数に関して 

＜ 代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数 ＞ 
 

日 本 株：東証株価指数(TOPIX)(配当込み) 

 東証株価指数(TOPIX)は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマー

ケット・ベンチマークです。TOPIXは、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社(以下「ＪＰＸ」と

いいます。)の知的財産であり、ＪＰＸはTOPIXの算出もしくは公表の方法の変更、TOPIXの算出もしくは公表の停

止またはTOPIXの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 

 

先進国株：MSCIコクサイ・インデックス(配当込み、円ベース) 

 MSCIコクサイ・インデックスは、MSCI Inc．が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成されていま

す。また、MSCIコクサイ・インデックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属しま

す。 

 

新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円換算ベース) 

 MSCIエマージング・マーケット・インデックスは、MSCI Inc．が開発した株価指数で、世界の新興国で構成され

ています。また、MSCIエマージング・マーケット・インデックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、

MSCI Inc．に帰属します。 

 

日本国債：NOMURA－BPI国債 

 NOMURA－BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社(以下「NFRC」といいま

す。)が公表している指数で、NOMURA－BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、NFRCお

よびその許諾者に帰属します。NFRCは、ファンドの運用成果等に関し、一切責任ありません。 

 

先進国債：FTSE世界国債インデックス(除く日本、円ベース) 

 FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数は

FTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。 

 

新興国債：FTSE新興国市場国債インデックス(円ベース) 

 FTSE新興国市場国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同

指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有して

います。 

 

 

※ 上記指数はファクトセットより取得しています。 

 


